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加
茂
新
田
・
川
西
と
須
田
地
区

を
つ
な
ぐ
加
茂
大
橋
が
開
通
し
ま

し
た
。

　

開
通
区
間
は
、
県
道
新
潟
小
須

戸
三
条
線
「
川
西
」
交
差
点
か
ら

後
須
田
の
県
道
白
根
黒
埼
線
ま
で

の
区
間
千
五
百
ｍ
で
、
加
茂
大

橋
は
こ
の
中
の
五
百
五
・
八
ｍ
で

す
。

　

こ
の
加
茂
大
橋
の
渡
り
初
め
に

先
だ
ち
、
文
化
会
館
で
開
通
記
念

式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
泉
田
裕
彦
新
潟
県
知
事

が
「
長
年
に
わ
た
る
地
域
の
要
望

が
実
現
し
た
こ
と
に
は
感
慨
深
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
建
設
中
の
国

道
四
〇
三
号
線
バ
イ
パ
ス
と
あ
わ

せ
て
、
通
勤
通
学
や
通
院
の
利
便

性
向
上
に
つ
い
て
、
県
と
し
て
も

こ
れ
か
ら
も
尽
く
し
て
ま
い
り
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
池
清
彦
加
茂
市
長
は
「
こ
の

橋
は
、
故
真
島
一
男
参
議
院
議
員

は
じ
め
関
係
の
皆
様
が
御
尽
力

さ
れ
ま
し
た
が
、
平
成
九
年
、

当
時
の
亀
井
静
香
建
設
大
臣
が
一

気
に
採
択
し
て
く
だ
さ
っ
た
橋
で

あ
り
ま
す
。
亀
井
大
臣
の
お
力
が

な
か
っ
た
な
ら
ば
、
今
頃
こ
の
橋

は
、
影
も
形
も
あ
り
ま
せ
ん
。
亀

井
大
臣
が
採
択
し
て
く
だ
さ
っ
た

あ
と
は
、
加
茂
市
も
お
金
を
出

し
ま
し
た
が
、
大
部
分
は
新
潟

祝　主要地方道長岡栃尾巻線加茂大橋開通

長
年
の
要
望
が
実
を
結
び

生
活
・
産
業
・
観
光
の
発
展
に
期
待
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県
と
国
が
経
費
を
半
分
ず
つ
負
担

し
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
泉
田

知
事
さ
ん
の
お
力
に
金
谷
県
議
先

生
の
御
助
力
が
あ
り
、
県
と
国
の

関
係
の
方
々
の
御
尽
力
の
下
に
き

わ
め
て
短
期
間
に
完
成
し
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。
県
央
地
域
や
磐
越

自
動
車
道
、
国
道
四
〇
三
号
線
か

ら
、
国
道
八
号
線
、
北
陸
自
動
車

道
な
ど
へ
の
ア
ク
セ
ス
路
と
し
て

活
用
さ
れ
、
大
き
く
見
れ
ば
、
新

潟
市
の
外
環
状
道
路
と
も
い
え
る

ル
ー
ト
で
す
。
こ
の
橋
の
恵
は
、

は
か
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
主
催
者
か
ら
佐
藤
邦

義
田
上
町
長
（
主
要
地
方
道
長
岡

栃
尾
巻
線
バ
イ
パ
ス
整
備
促
進
期

成
同
盟
会
）、
ご
祝
辞
を
菊
田
ま
き

子
衆
議
院
議
員
、
小
野
峯
生
新
潟

県
議
会
議
長
（
金
谷
國
彦
新
潟
県

議
会
議
員
代
読
）、
篠
田
昭
新
潟
市

長
、
茂
岡
明
与
司
加
茂
市
議
会
議

長
、
前
川
秀
和
国
土
交
通
省
北
陸

地
方
整
備
局
長
（
大
寺
伸
幸
同
局

大寺伸幸北陸地方整備局道路部長
（北陸地方整備局長代理）

金谷國彦県議会議員（新潟県議会
議長代理）

泉田裕彦新潟県知事 菊田まき子衆議院議員

佐藤邦義田上町長 小池清彦加茂市長
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道
路
部
長
代
読
）
か
ら
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
に
は
、
塚
田
一
郎

参
議
院
議
員
、
中
原
八
一
参
議
院

議
員
か
ら
も
ご
出
席
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

会
場
の
文
化
会
館
に
は
、
西
地

区
と
須
田
地
区
の
小
中
学
生
全
員

と
市
内
中
学
校
五
校
の
合
同
吹
奏

楽
団
の
皆
さ
ん
も
参
加
さ
れ
、
最

後
に
全
員
で
加
茂
市
民
歌
を
斉
唱

し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
式
典
に
出
席
し
た
全

員
が
、
バ
ス
で
加
茂
大
橋
の
渡
り

初
め
会
場
へ
移
動
し
ま
し
た
。

　

加
茂
大
橋
に
設
け
ら
れ
た
ゲ
ー

ト
前
は
、
大
勢
の
市
民
の
皆
様
で

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
直
前
ま
で

の
風
や
雨
が
止
み
、
青
空
と
ま
ぶ

し
い
陽
ざ
し
の
中
で
、
渡
り
初
め

の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
は
、
県
知

事
、
市
長
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆

さ
ん
か
ら
記
念
の
は
さ
み
を
入
れ
て

い
た
だ
き
、
そ
の
あ
と
、
西
地
区

と
須
田
地
区
を
代
表
し
て
八
名
の

小
中
学
生
が
く
す
玉
を
開
い
て
お

祝
い
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
西
地
区
と
須
田
地
区

か
ら
の
五
組
の
三
代
夫
婦
ご
家
族

と
、
小
中
学
生
の
皆
さ
ん
も
一
緒

に
日
の
丸
の
小
旗
を
振
り
な
が
ら

元
気
に
渡
り
初
め
を
行
い
、
加
茂

大
橋
の
完
成
を
祝
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

加
茂
大
橋
の
開
通
ま
で

平
成
７
年
度　

道
路
法
線
決
定

平
成
９
年
度　

道
路
・
橋
梁
補
助

　
　

事
業
採
択
、
道
路
詳
細
設
計

平
成
10
年
度　

橋
梁
予
備
設
計
、

　
　
　
　
　
　

用
地
・
補
償

平
成
11
年
度　

橋
梁　

詳
細
設
計
、

　
　
　
　
　
　

 

用
地
・
補
償

平
成
12
年
度　

工
事
着
手
、
P9
橋

　
　
　
　
　
　

脚
、
用
地
・
補
償

平
成
13
年
度　

P1
、
P8
橋
脚
、
盛

　
　
　
　
　

土
工
、
用
地
・
補
償

平
成
14
年
度　

P2
、
P6
橋
脚
、
盛

　
　
　
　

土
工
、
水
路
ボ
ッ
ク
ス

篠田昭新潟市長 茂岡明与司加茂市議会議長 笠原悟三条地域振興局長
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平
成
15
年
度　

P3
、
P5
橋
脚
、
盛

　
　
　
　

土
工
、
水
路
ボ
ッ
ク
ス

平
成
16
年
度　

P4
橋
脚
、
盛
土
工
、

　
　
　
　
　
　

 

道
路
改
良
工

平
成
17
年
度　

P7
橋
脚
、
護
岸
工
、

　
　
　

道
路
ボ
ッ
ク
ス
、
舗
装
工

平
成
18
年
度　

A1
、
A2
橋
台
、
護

　
　

岸
工
、
排
水
ボ
ッ
ク
ス
、
舗

　
　
　
　

装
工
、
橋
梁
上
部
工
製

　
　
　
　
（
P3
～
P7
）　　
　
　
　

　
　
　
　

７
月
供
用
開
始

平
成
19
年
度　

橋
梁
上
部
工
製
作

　
　
　
　
（
A1
～
P3
、
P7
～
A2
）、

　
　
　

盛
土
工
、
道
路
ボ
ッ
ク
ス

平
成
20
年
度　

橋
梁
上
部
工
架
設

　
　
　
　
　
（
A1
～
A2
）、
盛
土
工
、

　
　
　
　
　
　
　

道
路
ボ
ッ
ク
ス

平
成
21
年
度　

橋
梁
床
版
工　
　

　
（
A1
～
A2
）、
盛
土
工
、
堤
防
取

　
　
　
　

付
工
、
右
岸
ボ
ッ
ク
ス

平
成
22
年
度　

橋
梁
橋
面
舗
装
工

（
A1
～
A2
）、
取
付
道
路
改
良
・

　
　
　
　

舗
装
工
、
安
全
施
設
工

12
月
４
日　

供
用
開
始

川西
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